［　算　数　］　担当　正田　良
　算数，特にその授業創りで卒業論文をかいてみようという卒業研究です。新人の先生になると，≪教師としての経験≫をお金出して買いたくなるものです。せっかくの機会ですから，その卒業研究で教師になる前に有効な経験ができたら良いですね。

　この卒研での「よりよいもの」とは，次のことを言います。まず授業実践と関わりが深いこと。そして視野が広く客観的であること。
論文のテーマを決めて，資料を集め，論文を書く作業は受講者の皆さん固有の作業ですが，特にこの卒研では次の支援を提供したいと思います。大いに期待してください。第1に種々の教育実践との接点を持ち，現職の先生方と会うことができる研究会を積極的に紹介します。第2に電子メールや電子掲示板などのICT環境によるバーチャル研究室。すでに豊富な蓄積がありますので遊びに来てください。いつでもどこでもきめ細かい支援を目指します。このような操作が不得意な人もコーチしますから得意になっちゃいましょう。
　第３年次には，いくつかの当該分野の論文例を紹介し，自己の希望する研究像を明らかにし，論文の仮題，目次案，執筆計画を立てます。第４年次には，推論・方法の適切性など，各自の中間報告をもとにした相互批評を軸に，論文としての完成度を高めます。

